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す
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四　

結
論
―
―
日
本
で
の
専
門
知
発
信
に
つ
い
て
―
―

一　

は
じ
め
に

　

世
界
的
に
、
人
文
・
社
会
科
学
系
の
専
門
知
（experties

）
へ

の
批
判
が
吹
き
荒
れ
て
い
る
。
頻
繁
に
聞
か
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の

学
問
の
専
門
分
化
が
過
度
に
進
ん
だ
結
果
、
複
雑
化
す
る
現
代
世
界

の
諸
問
題
に
対
処
で
き
て
お
ら
ず
、
一
般
の
人
々
の
役
に
立
っ
て
い

な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
専
門
家
の
知
識
は
一
般

の
人
の
知
恵
を
集
合
し
た
も
の
と
た
い
し
て
変
わ
ら
な
い
の
で
、
存

在
意
義
が
な
い
と
い
っ
た
指
摘
さ
え
あ
る（

（
（

。
日
本
で
も
同
様
の
批
判

は
よ
く
聞
か
れ
る
。
特
に
、
政
治
学
を
含
む
「
文
系
」
学
問
が
役
に

立
た
な
い
と
い
う
見
方
は
、
二
〇
一
〇
年
代
半
ば
に
「
文
系
学
部
廃

止
論
」
と
し
て
注
目
を
集
め
た（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
本
稿
で
は
、
比
較
政
治
学
分
野
に
お

け
る
専
門
知
を
め
ぐ
る
問
題
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
特
に
、
民
主

主
義
体
制
研
究
に
焦
点
を
あ
て
、
こ
れ
に
関
し
て
、
現
実
政
治
と
、

粕　
　

谷　
　

祐　
　

子

民�
主
主
義
後
退
の
時
代
に
比
較
政
治
学
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
こ
と

研
究
ノ
ー
ト
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そ
れ
を
研
究
す
る
研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
か
を
分
析
す
る
。
民
主
主
義
体
制

研
究
は
、
二
つ
の
観
点
に
お
い
て
専
門
知
と
現
実
の
政
治
や
社
会
と

の
関
係
を
考
え
る
事
例
と
し
て
適
し
て
い
る
。
第
一
は
、
本
稿
で
特

に
焦
点
を
絞
る
民
主
主
義
体
制
測
定
の
問
題
が
、
研
究
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
重
要
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
現
実
政
治
に
お

け
る
実
態
の
変
化
お
よ
び
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
せ
め
ぎ
あ
い
に
大
き
く

影
響
を
受
け
て
い
る
研
究
分
野
だ
か
ら
で
あ
る
。
第
二
は
、
こ
の

テ
ー
マ
に
関
連
し
、
比
較
政
治
学
者
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
一
般

の
人
に
対
す
る
専
門
知
の
提
供
）
が
数
多
く
行
わ
れ
て
来
た
か
ら
で

あ
る
。
な
お
本
稿
で
は
、
問
題
設
定
で
示
さ
れ
た
「
現
実
政
治
」
を

広
義
に
捉
え
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
政
治
学
者
か
ら
現
実
政
治
へ
の
働

き
か
け
の
一
種
類
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

　

以
下
で
は
、
第
二
節
で
現
実
政
治
が
研
究
に
与
え
た
影
響
を
、
第

三
節
で
研
究
者
が
現
実
政
治
（
特
に
一
般
市
民
）
に
影
響
を
与
え
よ

う
と
す
る
試
み
を
検
討
す
る
。
第
二
節
で
は
、
現
実
政
治
の
状
況
が
、

民
主
主
義
体
制
研
究
、
な
か
で
も
、
体
制
の
民
主
主
義
度
を
測
定
す

る
指
標
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
形
成
に
ど
う
影
響
し
た
の
か
を
み
て
ゆ

く
。
こ
こ
で
は
、
分
析
を
三
つ
の
時
期
（
冷
戦
期
、「
民
主
化
の
第

三
の
波
」
期
、「
民
主
主
義
の
後
退
」
期
）
に
分
け
、
ポ
リ
テ
ィ
指

標
と
フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
指
標
（
以
下
、
Ｆ
Ｈ
指
標
と
省
略
）
の
開

発
が
冷
戦
期
に
ア
メ
リ
カ
政
府
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
普
及
す
る
た
め

に
始
ま
っ
た
こ
と
、「
民
主
化
の
第
三
の
波
」
と
い
う
現
実
の
展
開

が
民
主
主
義
の
二
値
（binary

）
指
標
作
成
に
繋
が
っ
た
こ
と
、
さ

ら
に
、
民
主
主
義
の
後
退
問
題
を
分
析
す
る
際
に
よ
り
適
し
た
連
続

値
（continuous

）
指
標
と
し
てV

arieties of D
em

ocracy

（V
-D

em

）
指
標
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
、
を
指
摘
す
る
。
第
三
節
で

は
、
分
析
す
る
関
係
の
矢
印
を
逆
転
さ
せ
、
民
主
主
義
体
制
を
研
究

す
る
側
が
現
実
政
治
に
ど
の
よ
う
に
関
与
し
よ
う
と
し
て
き
た
の
か

を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
主
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
の
「
民
主
主

義
の
後
退
」
と
い
う
現
実
を
前
に
し
て
比
較
政
治
学
者
た
ち
が
行
っ

た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を
考
察
す
る
。
い
く
つ
か
の
試
み
を
概
観
し

た
上
で
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
数
人
の
比
較
政
治
学
者
が
始
め
た

Bright Line W
atch

（
以
下
、
Ｂ
Ｌ
Ｗ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
研

究
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
一
般
市
民
の
間
で
の
効
率
的
な
情
報
循

環
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
新
規
性
の
高
い
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
形
態

と
位
置
付
け
る
。

　

本
稿
の
貢
献
は
、
民
主
主
義
指
標
研
究
に
関
す
る
研
究
上
の
も
の

と
、
日
本
の
政
治
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
実
践

上
の
示
唆
と
に
分
け
ら
れ
る
。
研
究
レ
ベ
ル
で
は
、
本
稿
は
、
主
要

な
民
主
主
義
指
標
の
作
ら
れ
た
政
治
的
、
お
よ
び
、
研
究
上
の
背
景

を
最
新
の
も
の
ま
で
含
め
て
統
一
的
に
記
述
し
て
お
り
、
研
究
者
が
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こ
れ
ら
の
指
標
を
利
用
す
る
際
の
基
礎
的
情
報
と
し
て
有
用
で
あ
ろ

う
。
実
践
的
な
示
唆
と
し
て
は
、
Ｂ
Ｌ
Ｗ
が
体
現
す
る
、
研
究
者
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
一
般
市
民
に
と
っ
て
「
三
方
よ
し
」
と
な
る
よ

う
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
形
態
の
指
摘
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
研
究
者
は

一
般
む
け
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
自
ら
作
成
し
て
研
究
時

間
を
減
ら
す
の
で
は
な
く
、
主
要
メ
デ
ィ
ア
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
等

に
適
宜
加
工
・
編
集
し
て
も
ら
え
る
分
析
結
果
を
提
供
す
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
報
道
し
て
も
ら
い
、
一
般
市
民
は
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
か
ら
わ
か
り
や
す
い
情
報
を
得
る
と
い
う
モ
デ
ル
で
あ
る
。

こ
れ
を
日
本
で
実
現
す
る
に
は
、
日
本
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
由
来
す

る
様
々
な
制
約
も
あ
ろ
う
が
、
専
門
知
を
社
会
に
還
元
す
る
形
態
の

一
つ
と
し
て
、
魅
力
的
な
も
の
と
言
え
る
。

二　

研
究
す
る
対
象
と
し
て
の
民
主
主
義
体
制

二
．
一　

冷
戦
構
造
と
「
民
主
主
義
体
制
」
指
標
の
誕
生

　

比
較
政
治
学
は
、
主
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
以
外
の
国

の
政
治
を
実
証
的
に
研
究
す
る
分
野
と
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
に

確
立
し
、
そ
の
後
世
界
的
に
広
が
っ
た
政
治
学
の
一
分
野
で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
研
究
は
一
か
国
ま
た
は
数
か
国
を
分
析
し
た

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
全
世
界
を
分
析
射
程
に
据
え
た
分

析
が
一
九
七
〇
年
代
こ
ろ
か
ら
発
展
す
る
。
そ
の
際
の
研
究
イ
ン
フ

ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
一
つ
と
し
て
開
発
が
進
む
の
が
、
各
国
の
政

治
的
特
徴
（
特
に
、
民
主
主
義
的
で
あ
る
程
度
）
を
測
定
す
る
指
標

と
、
そ
れ
を
実
際
に
使
っ
て
個
々
の
国
に
お
け
る
各
年
の
状
況
を
測

定
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
特
に
区
別
を
必
要
と

す
る
場
合
を
除
き
、
指
標
の
数
値
化
方
法
と
そ
れ
を
実
際
に
適
用
し

た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
あ
わ
せ
て
「
指
標
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
淘

汰
を
経
て
、
現
在
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
ポ
リ
テ
ィ

指
標
、
Ｆ
Ｈ
指
標
、D

em
ocracy and D

ictatorship

指
標
（
以

下
、
Ｄ
Ｄ
指
標
と
省
略
）、V

-D
em

指
標
な
ど
が
あ
る（

（
（

。
こ
れ
ら
の

う
ち
最
も
早
く
、
一
九
七
〇
年
代
に
開
発
が
始
ま
っ
た
の
が
ポ
リ

テ
ィ
指
標
と
Ｆ
Ｈ
指
標
で
あ
る
。
本
項
で
は
、
こ
の
二
つ
が
、
当
初

は
民
主
主
義
の
程
度
を
測
定
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
、
冷
戦
時
代
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
国
益
推
進
の
一
部
で
あ
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。

　

ポ
リ
テ
ィ
指
標
は
、
今
日
で
は
「
民
主
主
義
指
標
」
と
し
て
広
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
元
々
は
政
治
体
制
の
民
主
主
義
度
を
測
定
す
る

た
め
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ポ
リ
テ
ィ
指
標
の
「
原

初
形
態
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
公
開
さ
れ
た
の
は
一
九
七
四
年
で
あ

る
が
、
そ
の
際
に
謳
わ
れ
て
い
た
の
は
、
世
界
各
国
の
「
権
威
の
特

徴
（authority pattern

）」
の
測
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
デ
ー
タ
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ベ
ー
ス
を
開
発
し
た
テ
ッ
ド
・
ガ
ー
は
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
紹

介
す
る
論
文
に
お
い
て
、「
各
国
を
、
民
主
主
義
で
あ
る
か
ど
う
か

を
判
別
す
る
意
図
は
持
っ
て
い
な
い
」
と
述
べ
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
分
析
し
た
い
こ
と
は
、
政
治
的
安
定
の
予
測
で
あ
る
と
し
て
い

る
（
（
（

。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
第
一
バ
ー
ジ
ョ

ン
で
あ
るPolity I
で
は
、
変
数
に
「
民
主
主
義
」
は
含
ま
れ
て
お

ら
ず
、
一
九
九
〇
年
代
は
じ
め
に
で
た
第
三
バ
ー
ジ
ョ
ン
（Polity 

III

）
か
ら
よ
う
や
く
「
民
主
主
義
ス
コ
ア
」「
専
制
ス
コ
ア
」
が
出

現
し
、
こ
れ
ら
を
足
し
合
わ
せ
た
「
ポ
リ
テ
ィ
ス
コ
ア
」
―
―
今
日

多
く
の
研
究
者
が
民
主
主
義
指
標
と
し
て
利
用
す
る
ポ
リ
テ
ィ
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
お
け
る
変
数
―
―
が
登
場
す
る
の
は
、
一
九
九
〇
年
代

後
半
に
出
る
第
四
バ
ー
ジ
ョ
ン
（Polity IV
）
か
ら
で
あ
る（

（
（

。
こ

れ
以
降
、
ポ
リ
テ
ィ
ス
コ
ア
は
、
マ
イ
ナ
ス
10
か
ら
プ
ラ
ス
10
ま
で

の
二
十
一
点
尺
度
で
、
10
か
ら
6
を
民
主
主
義
、
マ
イ
ナ
ス
6
か
ら

マ
イ
ナ
ス
10
を
専
制
（autocracy

）、
マ
イ
ナ
ス
5
か
ら
プ
ラ
ス
15

を
両
者
の
中
間
の
体
制
で
あ
る
ア
ノ
ク
ラ
シ
ー
（anocracy
）
と

分
類
す
る
形
で
、
一
八
〇
〇
年
か
ら
最
近
ま
で
約
百
七
十
か
国
の
政

治
体
制
を
評
価
し
て
い
る
。

　

あ
る
国
が
民
主
主
義
か
ど
う
か
よ
り
も
、
政
治
的
安
定
を
分
析
す

る
た
め
の
指
標
の
開
発
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
、
と
く
に
中
央
情
報
局

（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
の
意
向
が
関
与
し
て
い
た
。
ポ
リ
テ
ィ
指
標
の
共
同
開

発
者
で
あ
る
モ
ン
テ
ィ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
資
金
援
助
を

受
け
た
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
シ
ス
テ
ム
平
和
セ
ン
タ
ー

（Center for System
ic Peace

（
（
（

）
を
運
営
し
て
お
り
、
同
指
標
の

毎
年
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
擁
す
る
、
諸
外
国
の
紛

争
や
政
治
リ
ス
ク
に
関
す
る
他
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
あ
わ
せ
て
運
営

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
冷
戦
期
の
ア
メ
リ
カ
外
交
政
策
が
、
諸
外

国
の
民
主
主
義
に
は
関
心
が
な
く
、
ど
の
よ
う
な
政
治
体
制
で
あ
ろ

う
と
も
親
米
・
反
共
産
主
義
的
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
支
援
す
る
方
針

で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る（

（
（

。

　

こ
う
し
た
歴
史
を
も
つ
ポ
リ
テ
ィ
指
標
が
、
ア
メ
リ
カ
に
「
都
合

よ
く
」
測
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
た
び
た
び
指
摘

さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
は
、
奴
隷
制
が
存
在

し
て
い
た
時
期
に
も
、
ま
た
黒
人
に
は
実
質
的
な
参
政
権
が
認
め
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
時
期
に
も
、
最
も
民
主
主
義
的
で
あ
る
10
の
値
が

与
え
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
親
米
国
で
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
、
そ

の
領
土
に
居
住
す
る
人
口
の
約
三
割
を
占
め
る
約
四
百
万
人
の
パ
レ

ス
チ
ナ
人
に
参
政
権
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
10

の
値
が
与
え
ら
れ
て
き
た（

（
（

。

　

ポ
リ
テ
ィ
指
標
と
並
ん
で
頻
繁
に
利
用
さ
れ
る
「
民
主
主
義
」
指

標
の
Ｆ
Ｈ
指
標
も
、
も
と
も
と
は
、
各
国
が
ど
の
程
度
民
主
主
義
的

で
あ
る
か
を
測
定
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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こ
の
指
標
で
は
、
フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
と
い
う
団
体
が
、
一
九
七
三

年
か
ら
毎
年
、
世
界
の
約
二
百
か
国
に
対
し
て
「
フ
リ
ー
ダ
ム
」
の

程
度
を
評
価
し
て
い
る
。
指
標
を
構
成
す
る
の
は
、「
政
治
的
権
利
」

と
「
市
民
的
自
由
」
に
関
連
す
る
諸
項
目
で
、
そ
の
集
計
値
が
1.0
か

ら
2.5
の
場
合
は
「
自
由
」、
3.0
か
ら
5.0
で
は
「
半
自
由
」、
5.5
か
ら
7.0

で
は
「
非
自
由
」
と
分
類
し
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、「
自
由
」
と

評
価
さ
れ
た
国
が
民
主
主
義
体
制
で
あ
る
と
み
な
す
。
一
九
七
〇
年

代
初
期
に
こ
の
指
標
を
設
計
し
た
レ
イ
モ
ン
ド
・
ガ
ス
テ
ィ
ル
が
一

九
九
〇
年
に
出
版
し
た
回
顧
論
文
に
は
、
元
々
の
目
的
は
、
諸
外
国

に
お
け
る
自
由
の
程
度
を
調
べ
る
こ
と
で
、
民
主
主
義
理
論
に
関
す

る
理
解
を
も
と
に
指
標
を
構
成
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
設
定
し
た

と
は
言
え
な
い
こ
と（

（
（

、
ま
た
、
こ
の
調
査
が
民
主
主
義
を
測
っ
て
い

る
こ
と
に
思
い
至
っ
た
の
は
随
分
後
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
と
述
べ

て
い
る（

（1
（

。

　

フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
は
、「
国
際
的
な
非
政
府

0

0

0

団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）」

と
自
ら
を
呼
ん
で
い
る
が
、
実
態
と
し
て
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
資
金

援
助
を
受
け
て
そ
の
外
交
方
針
に
沿
っ
た
活
動
を
す
る
団
体
で
あ
る
。

同
団
体
は
一
九
四
一
年
に
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
、

戦
後
は
反
共
産
主
義
の
路
線
を
と
っ
た（

（1
（

。
そ
の
予
算
の
大
部
分
は
ア

メ
リ
カ
政
府
の
支
援
に
よ
る
も
の
で
、
二
〇
二
〇
年
の
収
支
報
告
に

よ
れ
ば
、
収
入
の
う
ち
九
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
四
千
六
百
万
ド

ル
（
約
五
〇
億
円
）
が
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
の
拠
出
で
あ
る（

（1
（

。
ま
た
、

そ
の
活
動
が
ア
メ
リ
カ
の
外
交
手
段
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

二
〇
〇
一
年
の
同
時
多
発
テ
ロ
が
起
こ
っ
た
後
か
ら
急
に
中
東
と
中

央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
活
動
に
乗
り
出
し
た
こ
と
に
表
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

上
記
の
よ
う
な
フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
の
政
治
的
性
格
を
反
映
し
、

Ｆ
Ｈ
指
標
は
「
新
自
由
主
義
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
「
自
由
」
と
し

て
重
視
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
企
業
活
動
の
自
由
、
移
動
の
自

由
、
財
産
権
保
護
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

項
目
は
、
主
要
な
民
主
主
義
の
理
論
家
―
―
例
え
ば
、
シ
ュ
ン
ペ
ー

タ
ー
や
ダ
ー
ル
な
ど
―
―
の
民
主
主
義
の
定
義
と
は
相
入
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
検
討
は
、
冷
戦
構
造
と
い
う
現
実
政
治
が
、
政
治
体

制
研
究
に
今
日
ま
で
残
る
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
ポ
リ
テ
ィ
指
標
と
Ｆ
Ｈ
指
標
と
い
う
、
現
在
で
も
多
く
の

比
較
政
治
学
の
教
科
書
で
「
民
主
主
義
指
標
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
指
標
は
、
冷
戦
期
の
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
と
密
接
に
結
び
つ

い
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
．
二　
「
民
主
化
の
第
三
の
波
」
と
二
値
指
標

　

ポ
リ
テ
ィ
指
標
と
Ｆ
Ｈ
指
標
が
冷
戦
期
の
産
物
で
あ
っ
た
こ
と
に

対
し
、
Ｄ
Ｄ
指
標
を
は
じ
め
と
す
る
民
主
主
義
の
二
値
指
標
は
、
一
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九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
「
民
主
化
の
第

三
の
波
」
と
い
う
現
実
政
治
の
変
化
の
産
物
と
言
え
る
。
こ
の
時
期
、

多
く
の
国
が
非
民
主
主
義
か
ら
民
主
主
義
へ
の
移
行
を
果
た
し
た
。

南
欧
や
南
米
で
の
軍
政
の
終
焉
、
台
湾
や
韓
国
で
の
有
権
者
が
直
接

選
ぶ
大
統
領
選
挙
の
開
始
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
の
一
党
支
配
か
ら
多

党
制
へ
の
移
行
、
そ
し
て
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体
に
伴
う
、
旧
連
邦

構
成
国
・
衛
星
国
に
お
け
る
自
由
な
選
挙
の
開
始
な
ど
で
あ
る
。
こ

れ
に
伴
い
、
民
主
化
研
究
が
隆
盛
し
た
。
そ
の
多
く
は
各
国
の
民
主

化
過
程
を
詳
細
に
な
ぞ
る
も
の
が
で
あ
っ
た
が
、
全
世
界
を
網
羅
す

る
デ
ー
タ
を
用
い
て
の
統
計
分
析
が
、
当
時
の
政
治
学
全
体
の
流
行

と
も
あ
い
ま
っ
て
、
民
主
化
研
究
の
一
角
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

政
治
体
制
を
民
主
主
義
と
非
民
主
主
義
に
分
類
す
る
こ
と
は
、
概

念
上
や
言
説
上
で
は
頻
繁
だ
が
、
実
際
の
国
を
そ
の
ど
ち
ら
か
に
識

別
し
て
長
期
間
に
わ
た
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
の
は
、
筆
者

の
知
る
限
り
Ｄ
Ｄ
指
標
が
最
初
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
民
主
主
義
の
理

論
研
究
と
実
証
研
究
の
両
方
に
精
通
し
た
ア
ダ
ム
・
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ス

キ
が
そ
の
指
導
学
生
た
ち
と
共
に
作
成
し
た
も
の
で
、
一
九
九
六
年

に
公
開
さ
れ
た
第
一
版
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
一
九
五
〇
年
か
ら

一
九
九
〇
年
ま
で
の
期
間
の
百
四
十
一
か
国
が
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
同
指
標
は
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ス
キ
の
元
学
生
た
ち
な
ど
に
よ
り

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る（

（1
（

。

　

プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ス
キ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
民
主
主
義
の
後
退
」

の
時
期
に
は
考
え
を
変
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
Ｄ
Ｄ
指
標
を
開
発
し

て
い
た
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
民
主
主
義
と
非
民
主
主
義
は
概
念
上

明
確
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
捉
え
て
い
た
。
一
九
九
六
年
出
版

の
Ｄ
Ｄ
指
標
を
紹
介
す
る
論
文
に
お
い
て
、
彼
は
、
民
主
主
義
を

「
為
政
者
が
選
挙
で
負
け
る
か
も
し
れ
な
い
体
制
」
と
捉
え
た
上
で
、

あ
る
国
が
民
主
主
義
か
そ
う
で
な
い
か
は
、
妊
娠
し
て
い
る
か
ど
う

か
の
よ
う
な
も
の
で
、「
半
分
の
民
主
主
義
」
と
い
う
中
途
半
端
な

も
の
は
存
在
し
な
い
と
指
摘
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
民
主
主
義
と
権

威
主
義
の
両
方
の
特
徴
を
も
つ
）
体
制
の
存
在
を
唱
え
る
研
究
者
た

ち
を
切
っ
て
捨
て
て
い
る（

（1
（

。

　

政
治
体
制
を
二
値
で
捉
え
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
な
ぜ
民
主
化
す

る
の
か
、
そ
し
て
、
民
主
化
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ

る
の
か
、
と
い
う
問
題
設
定
を
分
析
す
る
上
で
は
有
用
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ス
キ
ら
は
そ
の
た
め
に
Ｄ
Ｄ
指
標
を
開
発
し

て
お
り
、
こ
れ
を
元
に
民
主
化
と
民
主
主
義
維
持
の
要
因
を
分
析
し

たD
em

ocracy and D
evelopm

ent

（
（1
（

は
、
政
治
学
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

と
い
わ
れ
る
ヨ
ハ
ン
・
ス
ク
デ
賞
を
受
賞
し
、
政
治
学
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
。
こ
の
他
、
同
様
に
二
値
で
政
治
体
制
を
捉
え
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
上
で
、
民
主
化
の
要
因
と
帰
結
を
分
析

し
て
い
る
も
の
に
、
カ
レ
ル
ス
・
ボ
イ
シ
ュ
や
ミ
ラ
ン
・
ス
ヴ
ォ
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リ
ッ
ク
ら
の
研
究
が
あ
る（

（1
（

。

　
「
民
主
化
の
第
三
の
波
」
時
代
ま
で
の
体
制
変
動
を
捉
え
る
に
は
、

多
く
の
研
究
者
に
と
っ
て
二
値
指
標
を
利
用
し
て
も
大
き
な
不
満
は

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
時
代
ま
で
に
起
こ
っ

て
い
た
体
制
の
変
化
は
、「
何
月
何
日
を
も
っ
て
」
こ
の
国
は
民
主

化
し
た
、
ま
た
は
民
主
主
義
が
崩
壊
し
た
、
と
判
別
す
る
こ
と
が
そ

れ
ほ
ど
難
し
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る（

（1
（

。
例
え
ば
民
主
化
で
あ
れ
ば
、

独
裁
者
が
自
由
な
選
挙
の
実
施
を
宣
言
し
た
日
（
台
湾
・
韓
国
）、

外
国
に
逃
亡
し
た
日
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）、
死
亡
し
た
日
（
ス
ペ
イ
ン
）

を
特
定
で
き
た
し
、
民
主
主
義
の
崩
壊
で
あ
れ
ば
、
軍
が
ク
ー
デ
タ

を
起
こ
し
た
日
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
タ
イ
）
を
特
定
で
き
た
。
だ
が
、

次
に
み
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
こ
ろ
か
ら
の
政
治
体
制
を
め
ぐ
る

状
況
は
、
こ
の
様
な
二
分
法
が
困
難
な
場
合
が
増
え
て
く
る
。

二
．
三　

民
主
主
義
の
後
退
と
連
続
的
な
政
治
体
制
指
標

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
二
種
類
の
変
化
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
第
一
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
政
治
体
制
の
顕
在
化
で
あ

る
。
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
を
頂
点
と
す
る
、
世
界
は
民
主
主
義
に
向

か
っ
て
い
る
と
い
う
楽
観
的
な
見
方
に
対
し
、
現
実
に
は
、
多
く
の

国
で
は
民
主
主
義
へ
の
「
移
行
」
で
は
な
く
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
ま

ま
「
停
滞
」
し
て
い
る
こ
と
が
頻
繁
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
研

究
員
の
ト
ー
マ
ス
・
カ
ロ
ー
ザ
ー
ス
は
、
二
〇
〇
二
年
刊
行
の
論
文

「
移
行
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
終
わ
り
」
で
、
民
主
主
義
へ
の
移
行
期
に
あ

る
と
（
誤
っ
て
）
み
な
さ
れ
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
国
で
は
、
民
主
主

義
へ
の
移
行
に
失
敗
し
、
民
主
主
義
と
非
民
主
主
義
の
間
で
停
滞
し

て
い
る
と
主
張
し
、
大
き
な
注
目
を
集
め
た（

（1
（

。

　

第
二
の
変
化
が
、「
民
主
主
義
の
後
退
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
あ

る
（
（2
（

。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
カ
ロ
ー
ザ
ー
ス
が
民
主
主
義
へ
の
移
行

に
成
功
し
た
国
と
み
な
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
い
て
、

強
権
的
な
リ
ー
ダ
ー
が
登
場
し
、
民
主
主
義
的
な
制
度
（
報
道
の
自

由
、
結
社
の
自
由
、
学
問
の
自
由
な
ど
）
を
侵
害
す
る
動
き
が
顕
著

に
な
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
六
年
に
ア
メ
リ
カ
で
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
が
誕
生
し
、
彼
が
大
統
領
と
し
て
民
主
主
義
の
制
度
や

規
範
を
侵
害
す
る
言
動
が
世
界
中
で
注
目
を
集
め
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
既
存
の
民
主
主
義
指
標
で
は
停
滞
や

後
退
の
詳
細
を
把
握
で
き
な
い
と
い
う
不
満
の
も
と
に
開
発
さ
れ
た

の
が
、V

-D
em

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
一
群
の
民
主
主
義
指
標
で

あ
る（

（2
（

。
こ
こ
で
「
一
群
の
」
と
し
て
い
る
理
由
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介

し
て
き
た
指
標
が
民
主
主
義
を
一
種
類
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
に
対

し
、V

-D
em

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
五
種
類
（
選
挙
、
自
由
、
参
加
、

熟
議
、
平
等
と
い
う
形
容
詞
つ
き
）
の
民
主
主
義
を
提
示
し
て
い
る
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か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
一
括
し
てV

-D
em

指
標
と

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
も
っ
と
も
古
い
測
定
年
は
一
七
八
七
年
ま
で
遡

れ
る
同
指
標
は
、
二
〇
一
六
年
か
ら
公
開
が
始
ま
り
、
そ
の
後
毎
年

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

V
-D

em
指
標
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

な
体
制
や
民
主
主
義
の
後
退
を
測
る
に
あ
た
り
適
し
た
指
標
と
い
え

る
。
第
一
は
、
民
主
主
義
を
、
選
挙
過
程
だ
け
で
な
く
、
法
の
支
配

な
ど
選
挙
以
外
の
側
面
か
ら
も
定
義
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
体
制
や
民
主
主
義
後
退
に
お
け
る
問
題
の
所
在
が
、
選
挙
過

程
で
は
な
く
法
の
支
配
に
あ
る
こ
と
は
多
く
の
研
究
が
指
摘
し
て
い

る
（
（2
（

。
こ
の
こ
と
は
、
選
挙
を
重
視
す
る
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
や
ダ
ー
ル

の
民
主
主
義
の
定
義
か
ら
出
発
し
た
測
定
を
お
こ
な
う
民
主
主
義
指

標
で
は
、
実
際
に
起
こ
っ
て
い
る
重
要
な
変
化
が
捉
え
き
れ
な
い
こ

と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、V

-D
em

指
標
の

う
ち
の
自
由
民
主
主
義
指
標
（Liberal D

em
ocracy Index

）
は
、

法
の
支
配
の
問
題
を
選
挙
過
程
と
合
わ
せ
て
指
標
の
構
成
要
素
に
組

み
込
ん
で
お
り
、
最
近
の
現
象
の
把
握
に
特
に
適
し
た
指
標
と
言
え

る
。
第
二
が
、
指
標
が
0
か
ら
1
の
間
で
の
連
続
値
を
と
る
よ
う
設

計
さ
れ
て
い
る
の
で
、
微
細
な
体
制
の
変
化
を
つ
か
め
る
点
で
あ
る
。

第
三
に
、
指
標
を
構
成
す
る
変
数
が
全
て
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、

各
民
主
主
義
指
標
を
構
成
す
る
要
素
の
う
ち
の
ど
れ
が
変
化
し
た
こ

と
で
最
終
集
計
結
果
の
民
主
主
義
指
標
に
影
響
し
て
い
る
の
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

上
記
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つV

-D
em

指
標
が
利
用
可
能
に
な
る

こ
と
で
、
実
証
的
な
民
主
主
義
研
究
は
大
き
く
前
進
し
た
と
言
え
る
。

同
指
標
を
作
成
・
公
開
し
て
い
るV

-D
em

研
究
所
に
よ
れ
ば
、
二

〇
一
六
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
の
五
年
の
間
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
十
八

万
回
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
、
こ
れ
を
使
っ
た
論
文
は
百
本
が
公
刊
論

文
、
百
十
四
本
が
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
と
し
て
存
在
す
る（

（2
（

。
こ
れ

ま
で
Ｆ
Ｈ
指
標
や
ポ
リ
テ
ィ
指
標
を
利
用
し
て
い
た
多
国
間
比
較
の

実
証
分
析
を
す
る
研
究
者
が
、
大
挙
し
てV

-D
em

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
利
用
に
移
行
し
て
い
る
状
況
が
窺
え
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
民
主
主
義
指
標
の
開
発
が
現
実
政
治
に
大
き
く
影
響

を
受
け
て
き
た
こ
と
を
概
観
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
二
値
指
標

の
強
硬
な
推
進
者
で
あ
っ
た
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ス
キ
が
、
二
〇
二
一
年
の

著
作
に
お
い
て
、
現
在
の
状
況
は
「
い
つ
民
主
主
義
が
崩
壊
し
た
の

か
特
定
で
き
な
い
時
代（

（2
（

」
と
述
べ
、
民
主
主
義
と
非
民
主
主
義
の
境

界
線
の
明
確
化
が
困
難
だ
と
認
め
て
い
る
こ
と
は
、V

-D
em

指
標

の
よ
う
な
連
続
値
指
標
が
今
後
の
政
治
体
制
研
究
で
一
層
重
要
に

な
っ
て
い
く
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
次
節
で
は
、
関
係
性

の
矢
印
の
逆
方
向
、
す
な
わ
ち
、
研
究
者
の
側
か
ら
の
現
実
政
治
へ

の
働
き
か
け
と
し
て
の
一
般
有
権
者
に
対
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
つ



民主主義後退の時代に比較政治学ができるかもしれないこと

91

い
て
検
討
す
る
。

三　

情
報
発
信
す
る
対
象
と
し
て
の
民
主
主
義
体
制

三
．
一　

伝
統
的
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
そ
の
技
術
的
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

　

民
主
主
義
体
制
の
研
究
者
が
一
般
む
け
に
専
門
知
を
発
信
す
る
伝

統
的
な
手
段
は
、
評
論
や
本
を
一
般
む
け
に
著
す
こ
と
や
、
そ
れ
ら

を
も
と
に
講
演
す
る
こ
と
だ
っ
た
。「
民
主
化
の
第
三
の
波
」
を
受

け
て
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
例
と
し
て
は
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
世
界
的

に
有
名
に
し
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
『
第
三
の
波
』、

フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
の
『
歴
史
の
終
わ
り
』、
ギ
ジ
ェ
ル
モ
・

オ
ド
ン
ネ
ル
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ュ
ミ
ッ
タ
ー
に
よ
る
『
民
主
化
の

比
較
政
治
学
』
な
ど
が
あ
る（

（2
（

。
ま
た
、
評
論
雑
誌
と
学
術
誌
の
中
間

に
位
置
付
け
ら
れ
、
政
治
学
の
専
門
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
い

な
い
読
者
に
も
開
か
れ
て
い
るJournal of D

em
ocracy

の
刊
行

が
始
ま
っ
た
の
も
一
九
九
〇
年
代
初
期
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
民
主
主
義
の
後
退
状
況
が
世
界
的
な
注
目
を
集
め
る
時

期
に
お
い
て
も
、
一
般
む
け
図
書
が
比
較
政
治
学
者
に
よ
っ
て
書
か

れ
て
い
る
。
有
名
な
も
の
と
し
て
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
レ
ヴ
ィ
ツ

キ
ー
と
ダ
ニ
エ
ル
・
ジ
ブ
ラ
ッ
ト
に
よ
る
『
民
主
主
義
の
死
に
方
』

が
あ
る（

（2
（

。
同
書
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
リ

ス
ト
に
載
る
売
れ
行
き
を
見
せ
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
語
、
中
国
語
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
韓
国
語
に
翻
訳
も
さ
れ
て
い
る
。

　

最
近
で
は
、
伝
統
的
な
文
字
媒
体
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進

歩
を
反
映
し
た
媒
体
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
ポ
ッ
ド

キ
ャ
ス
ト
を
利
用
し
た
音
声
に
よ
る
発
信
で
あ
る
。
比
較
政
治
学
者

が
語
り
手
と
し
て
多
く
登
場
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
ペ
ン
シ
ル

バ
ニ
ア
州
立
大
学
が
運
営
す
るD

em
ocracy Paradox

（
（2
（

、
全
米
民

主
主
義
基
金
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）
が
運
営
す
るPow

er 3.0

（
（2
（

が
あ
る
。
ま
た
、

政
治
体
制
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
政
治
学
の
テ
ー
マ
全
般
を

対
象
に
し
た
一
般
向
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ロ
グ
と
し
て
、

M
onkey Cage

やT
he Conversation

が
知
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。

三
．
二　

民
主
主
義
の
擁
護

　

前
項
で
紹
介
し
た
も
の
を
含
め
、
比
較
政
治
学
者
に
よ
る
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
は
、
基
本
的
に
は
「
べ
き
論
」
を
避
け
、
実
証
分
析
の
成
果

を
一
般
む
け
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
し
な
お
し
て
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
民
主
主
義
の
メ
リ
ッ
ト
を
宣
伝
す
る
と
い
う
姿
勢
は
、

少
な
く
と
も
表
向
き
に
は
表
明
さ
れ
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
、
民
主
主
義
に
は
理
念
だ
け
で
な
く
実
利
の
上
で
も

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
旗
幟
を
鮮
明
に
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
試
み
が

最
近
行
わ
れ
た
。V

-D
em

研
究
所
と
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
共
催
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し
て
二
〇
二
一
年
三
月
に
実
施
し
た
、Case for D

em
ocracy

と

名
付
け
ら
れ
た
シ
リ
ー
ズ
で
の
五
つ
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
あ
る
。
こ
の

企
画
の
趣
意
書
に
は
、
民
主
主
義
の
後
退
が
世
界
的
な
懸
念
と
な
る

な
か
、
実
証
研
究
の
知
見
を
も
と
に
「
民
主
主
義
の
配
当

（dividends
）」
に
関
す
る
最
先
端
の
研
究
成
果
を
紹
介
す
る
、
と

あ
る（

（3
（

。
各
回
の
テ
ー
マ
は
、（
1
）
経
済
発
展
、（
2
）
人
間
開
発
と

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
、（
3
）
人
間
開
発
と
保
健
衛
生
、

（
4
）
安
全
保
障
、（
5
）
気
候
変
動
、
で
あ
る
。
毎
回
、
当
該
分
野

で
一
流
専
門
誌
に
論
文
を
発
表
し
て
い
る
研
究
者
が
数
名
招
か
れ
、

独
裁
・
権
威
主
義
体
制
に
比
べ
て
民
主
主
義
体
制
が
ど
の
程
度
、
ま

た
な
ぜ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
を
語
り
あ
う
形
式
に
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
二
一
年
八
月
の
時
点
で
は
、
こ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
試
み
が

大
成
功
だ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。Y
ouT

ube
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ

れ
て
い
る
ビ
デ
オ
の
再
生
回
数
を
み
る
限
り
、（
英
語
を
理
解
す
る
）

一
般
市
民
に
と
っ
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
か
ら
で

あ
る
。
ビ
デ
オ
の
再
生
回
数
は
、
最
も
多
い
経
済
発
展
の
回
で
約
千

回
、
そ
の
他
は
二
百
か
ら
三
百
回
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る（

（3
（

。

V
-D

em

研
究
所
と
Ｅ
Ｕ
の
こ
の
試
み
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
り
、

今
後
、
回
を
重
ね
る
こ
と
で
よ
り
「
一
般
受
け
」
す
る
も
の
に
な
っ

て
い
く
可
能
性
も
十
分
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
敗
因
」
の
一
つ

は
、
最
先
端
の
研
究
を
す
る
研
究
者
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
専
門
家

む
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
法
に
深
く
浸
っ
て
お
り
、
一
般
む

け
に
語
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
傾
向
が
あ
る
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。

こ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
教
訓
は
、
研
究
者
は
基
本
的
に
は
研
究
活
動
に

専
念
し
、
一
般
む
け
の
発
信
は
そ
の
分
野
の
専
門
家
に
ア
ウ
ト
ソ
ー

ス
す
る
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

三
．
三　

政
治
学
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
2.0
？

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
の
は
、
研
究
者
本
人
が
一
般
む
け
に
直
接
0

0

情

報
を
提
供
す
る
タ
イ
プ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

次
に
紹
介
し
た
い
の
は
、
研
究
者
と
一
般
市
民
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

を
通
じ
て
間
接
的
に

0

0

0

0

つ
な
が
る
タ
イ
プ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
、
ブ
ラ
イ

ト
ラ
イ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
（
Ｂ
Ｌ
Ｗ
）
で
あ
る（

（3
（

。

　

ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
比
較
政
治
学
を
研
究
・
教
育
す
る
研
究
者
グ

ル
ー
プ
が
始
め
た
Ｂ
Ｌ
Ｗ
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
誕

生
を
契
機
に
始
ま
っ
た
。
同
大
統
領
に
よ
る
民
主
主
義
的
な
規
範
や

制
度
へ
の
度
重
な
る
攻
撃
の
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
が
民
主
主
義
国
で

は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
多
く
の
市
民

の
間
で
高
ま
っ
た
。
Ｂ
Ｌ
Ｗ
は
そ
う
し
た
不
安
が
現
実
に
は
ど
の
程

度
懸
念
す
べ
き
問
題
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
要
な
目
的

と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　

Ｂ
Ｌ
Ｗ
の
主
な
活
動
は
、
一
般
有
権
者
と
専
門
家
（
政
治
学
を
教
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え
る
大
学
教
員
）
両
方
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ベ
イ
と
、

そ
の
結
果
を
要
約
・
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
公

開
す
る
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
二
月
の
初
回
か
ら
現
在
ま
で
、

年
に
三
回
か
ら
四
回
の
頻
度
で
行
っ
て
い
る
サ
ー
ベ
イ
調
査
で
は
、

回
答
者
は
、「
民
主
主
義
的
な
政
府
」
と
し
て
重
要
だ
と
思
う
具
体

的
特
徴
は
何
か
を
複
数
答
え
た
上
で
、
そ
れ
ら
が
ア
メ
リ
カ
で
ど
の

程
度
実
際
に
機
能
し
て
い
る
の
か
を
評
価
す
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

重
要
な
が
ら
機
能
不
全
と
な
っ
て
い
る
民
主
主
義
の
構
成
要
素
が
、

超
え
て
は
な
ら
な
い
一
線
（
ブ
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
）
の
境
界
線
上
に
あ

る
懸
念
す
べ
き
問
題
点
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
調
査
の
結
果
、
ト
ラ

ン
プ
時
代
の
問
題
点
は
、
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
が
頻
繁
に
指
摘
す
る
選

挙
が
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
公
職
者
の
不
正

行
為
で
あ
る
こ
と
を
Ｂ
Ｌ
Ｗ
は
明
ら
か
に
し
て
い
る（

（3
（

。

　

Ｂ
Ｌ
Ｗ
は
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
現
代
の
状
況
に
則
し
て
進
化
さ
せ

た
形
態
と
い
う
意
味
で
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
2.0
と
呼
べ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
政
治
学
で
の
伝
統
的
な

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
は
、
研
究
者
が
一
般
む
け
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
自
ら

作
る
形
態
を
と
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
Ｂ
Ｌ
Ｗ
で
は
、
研
究
者
の

主
な
役
割
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
独
自
に
情
報
を
加
工
で
き
る
よ

う
な
形
に
な
っ
て
い
る
分
析
結
果
の
提
供
で
あ
り
、
一
般
読
者
・
視

聴
者
が
触
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
部
分
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て

作
ら
れ
て
い
る
。
パ
ン
の
製
造
・
販
売
に
喩
え
る
と
、
研
究
者
は
パ

ン
の
原
材
料
調
達
か
ら
パ
ン
生
地
を
こ
ね
る
と
こ
ろ
ま
で
は
行
う
が
、

そ
れ
を
成
形
し
て
焼
き
あ
げ
、
販
売
す
る
部
分
は
各
メ
デ
ィ
ア
に
任

せ
る
、
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
コ
ン

テ
ン
ツ
の
最
終
デ
リ
バ
リ
ー
ま
で
責
任
を
持
っ
て
手
が
け
る
必
要
が

な
い
の
で
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
か
か
る
時
間
的
負
荷
が
減
る
一
方
で
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
と
っ
て
は
、
科
学
的
な
作
法
に
則
っ
て
実
施
さ

れ
た
研
究
結
果
を
機
動
的
に
利
用
し
て
自
ら
の
裁
量
で
記
事
を
書
く

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
一
般
読
者
・
視
聴
者
に
と
っ
て
は
、
伝
え
る

こ
と
の
専
門
家
で
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
作
る
、
消
化
し
や
す
い

コ
ン
テ
ン
ツ
を
消
費
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
Ｂ
Ｌ
Ｗ
は
研

究
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
一
般
市
民
の
三
者
に
と
っ
て
、
効
率
的

か
つ
有
効
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
形
態
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
Ｂ

Ｌ
Ｗ
は
、
二
〇
一
七
年
二
月
か
ら
二
〇
二
一
年
七
月
の
間
に
少
な
く

と
も
七
十
一
件
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一

つ
の
サ
ー
ベ
イ
回
に
対
し
て
約
五
つ
の
メ
デ
ィ
ア
が
分
析
結
果
を
記

事
に
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
一
つ
の
研
究
が
一
般
メ
デ
ィ
ア
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
回
数
と
し
て
は
か
な
り
多
い
と
言
え
る
だ
ろ
う（

（3
（

。

　

だ
が
、
Ｂ
Ｌ
Ｗ
の
成
功
は
、
こ
れ
を
可
能
に
す
る
ア
メ
リ
カ
社
会

全
体
の
条
件
に
も
依
存
し
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
社
会
科
学
の
知
見
を
自
ら
理
解
し
て
記
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事
に
し
よ
う
と
す
る
意
欲
と
能
力
を
持
つ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
層
が

比
較
的
厚
い
。
報
道
の
際
に
デ
ー
タ
分
析
を
取
り
入
れ
る
動
き
は
ア

メ
リ
カ
を
中
心
に
こ
こ
数
十
年
で
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
で
き
る
人
材
を
備
え
た
メ
デ
ィ
ア
会
社
が
増
え
た

こ
と
が
、
Ｂ
Ｌ
Ｗ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
活
用
さ
れ
る
上
で
重

要
だ
ろ
う
。
第
二
は
、
機
動
的
か
つ
長
期
に
亘
る
研
究
資
金
調
達
が

可
能
な
点
で
あ
る
。
Ｂ
Ｌ
Ｗ
の
場
合
で
は
、
民
間
の
財
団
で
あ
る
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
財
団
（D

em
ocracy Fund

）
お
よ
び
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト

財
団
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
開
始
後
す
ぐ
の
時
期
か
ら
五
年
以
上
に
わ

た
り
活
動
資
金
を
助
成
し
て
い
る
。
世
論
調
査
の
実
施
に
は
毎
回
か

な
り
の
額
の
資
金
が
必
要
と
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
調
査
に
対
し
て
、

問
題
が
起
こ
っ
た
ら
直
ぐ
に
、
そ
し
て
長
期
的
に
資
金
を
提
供
す
る

ス
ポ
ン
サ
ー
が
存
在
す
る
こ
と
も
、
Ｂ
Ｌ
Ｗ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
可
能
に
す
る
条
件
で
あ
る
だ
ろ
う
。

四　

�

結
論�

―
―
日
本
で
の
専
門
知
発
信
に
つ
い
て
―
―

　

本
稿
で
は
、
政
治
学
と
現
実
政
治
の
双
方
向
の
関
係
に
つ
い
て
、

民
主
主
義
体
制
研
究
を
題
材
に
考
察
し
た
。
前
半
で
は
、
政
治
体
制

の
民
主
主
義
度
を
測
定
す
る
指
標
の
研
究
が
、
現
実
政
治
の
変
化
に

大
き
く
影
響
を
受
け
て
き
た
こ
と
を
示
し
た
。
現
在
で
も
頻
繁
に
利

用
さ
れ
る
ポ
リ
テ
ィ
指
標
や
Ｆ
Ｈ
指
標
が
冷
戦
構
造
の
産
物
で
あ
っ

た
こ
と
、「
民
主
化
の
第
三
の
波
」
を
受
け
て
Ｄ
Ｄ
指
標
な
ど
の
二

値
指
標
が
生
ま
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
後
の
「
民
主
主
義
の
後

退
」
期
の
政
治
体
制
分
析
に
対
応
す
る
形
で
生
ま
れ
た
の
が

V
-D

em

指
標
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
本
稿
後

半
で
は
、
民
主
主
義
に
関
す
る
比
較
政
治
学
者
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活

動
の
変
遷
を
紹
介
し
た
。
こ
の
結
論
部
分
で
は
、「
政
治
学
者
と
、

い
わ
ゆ
る
現
実
政
治
と
は
、
い
か
な
る
関
係
に
立
つ
べ
き
か
」
と
い

う
本
共
通
論
題
の
問
題
設
定
に
立
ち
戻
っ
て
、
研
究
者
か
ら
市
民
に

む
け
て
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　

政
治
学
分
野
に
限
ら
ず
、
多
く
の
研
究
者
は
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活

動
を
巡
っ
て
板
挟
み
状
況
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
で
、

専
門
知
を
一
般
の
人
々
に
届
け
る
活
動
は
、
公
的
資
金
を
受
け
た
研

究
の
場
合
を
中
心
に
、
道
義
上
の
義
務
を
伴
う
。
ま
た
、
こ
れ
が
重

視
さ
れ
る
流
れ
は
世
界
的
に
広
が
っ
て
お
り
、
日
本
の
場
合
で
も
、

学
術
振
興
会
が
明
示
的
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
推
奨
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る（

（3
（

。
他
方
で
、
研
究
者
が
活
用
で
き
る
時
間
的
・
資
金
的
な
研

究
資
源
は
減
る
傾
向
に
あ
る
。
特
に
、
大
学
に
所
属
す
る
研
究
者
の

場
合
、
教
育
や
大
学
事
務
で
求
め
ら
れ
る
役
割
は
増
大
傾
向
に
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
時
間
を
使
う
こ
と
は
、
貴
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重
な
研
究
時
間
を
削
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
意
味
で
、
機
会

費
用
が
高
い
。
あ
わ
せ
て
、
多
く
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
、（Case 

for D
em

ocracy

の
企
画
が
盛
り
上
が
り
に
欠
け
た
こ
と
に
見
る
よ

う
に
）
一
般
の
人
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
情
報
発
信
す
る
こ
と
は
、

研
究
者
と
し
て
は
専
門
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
、
別
あ
つ
ら
え
を
要

す
る
ス
キ
ル
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
本
稿
で
紹
介
し
た
Ｂ
Ｌ
Ｗ
型
の
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
、
つ
ま
り
、
研
究
者
は
研
究
成
果
を
半
加
工
品
の
形
で

公
開
し
、
伝
え
る
こ
と
の
専
門
家
が
最
終
的
に
加
工
し
て
一
般
市
民

に
届
け
る
と
い
う
形
態
は
、
そ
の
ま
ま
日
本
に
応
用
で
き
る
と
は
言

い
難
く
と
も
、
目
指
す
方
向
性
の
一
つ
と
し
て
示
唆
に
富
む
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
モ
デ
ル
を
仮
に
構
築
で
き

た
と
し
て
も
、
そ
の
土
台
と
な
る
研
究
が
信
頼
に
足
る
も
の
で
な
け

れ
ば
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
は
全
く
意
味
が
な
い
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、

本
稿
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
民
主
主
義
後
退
の
時
代
に
比
較
政
治
学

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
」
と
い
う
問
い
へ
の
筆
者
自
身
の
答

え
は
、
凡
庸
な
が
ら
、
も
っ
と
研
究
を
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

〔
謝
辞
〕　

本
稿
は
、
日
本
政
治
学
会
二
〇
二
一
年
度
年
次
大
会
共
通
論

題
で
の
報
告
論
文
を
も
と
に
し
て
い
る
。
共
通
論
題
に
お
い
て
コ
メ

ン
ト
を
頂
戴
し
た
三
牧
聖
子
先
生
、
詫
間
佳
代
先
生
、
ま
た
、
Ｂ
Ｌ

Ｗ
に
つ
い
て
の
解
説
を
し
て
い
た
だ
い
た
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
の

John Carey

先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
1
）　N

ichols 2017=2019, M
acIntyre 2018=2020.

（
2
）　

吉
見2016.

（
3
）　

こ
れ
ら
以
外
の
指
標
を
含
む
、
民
主
主
義
指
標
の
概
観
を
解
説

し
た
も
の
と
し
て
、Coppedge et al. 2017

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）　Gurr 1974, p.1478.

（
5
）　

ポ
リ
テ
ィ
Ⅳ
で
使
わ
れ
る
民
主
主
義
ス
コ
ア
は
、
以
下
の
六
つ

の
要
素
の
得
点
の
合
計
で
計
算
さ
れ
る
。
一
、
執
行
府
首
長
の
選
出

方
法
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。
二
、
執
行
府
首
長
の
選
出
方
法
が
競

合
的
で
あ
る
。
三
、
執
行
府
の
首
長
の
選
出
方
法
が
世
襲
で
は
な
く

一
般
に
解
放
さ
れ
て
い
る
。
四
、
執
行
府
首
長
の
決
定
が
他
の
制
度

（
立
法
府
、
司
法
府
な
ど
）
に
よ
り
制
限
さ
れ
て
い
る
。
五
、
政
治

参
加
が
制
度
化
さ
れ
て
お
り
、
排
除
さ
れ
る
集
団
が
少
な
い
。
六
、

複
数
の
政
党
が
競
合
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
の
選
択
は
、
サ
ル

ト
ー
リ
に
よ
る
民
主
主
義
体
制
の
特
徴
づ
け
（
選
挙
で
選
ば
れ
た
政

府
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
執
政
権
力
に
対
す
る
制
度
的
抑
制
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
）
を
基
盤
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（Gurr, 

Jaggars, M
oore 1990, p.76

）。

（
6
）　https://w

w
w

.system
icpeace.org/

（
7
）　

例
え
ば
、W

estad （2005=2010

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
8
）　https://fair.org/hom

e/voxs-cia-backed-dem
ocracy-
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standard-is-ok-w
ith-slavery-and-w

om
en-not-voting/　

ポ
リ

テ
ィ
指
標
の
理
論
的
構
成
か
ら
こ
の
批
判
を
か
わ
す
と
し
た
ら
、
そ

も
そ
も
政
治
参
加
は
指
標
の
構
成
要
素
に
入
っ
て
い
な
い
の
で
、
参

政
権
を
も
た
な
い
住
民
の
存
在
が
指
標
の
値
に
影
響
し
な
い
の
は
当

然
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
9
）　Gastil 1990, p. 30.

（
10
）　Gastil 1990, pp. 25‌

―26.

（
11
）　https://freedom

house.org/about-us/our-history

（
12
）　https://freedom

house.org/program
s/regional

（
13
）　Giannone 2010, p.75.
こ
の
ほ
か
に
フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
の

政
治
性
を
分
析
し
た
研
究
と
し
て
、Bush 2017

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
14
）　

二
〇
〇
八
年
ま
で
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
はCheibub et al. 2010

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、Bjørnskov and Rode 

2020

が
二
〇
二
〇
年
ま
で
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
る
。

（
15
）　A

lvarez et al. 1996, p.21.

プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ス
キ
ら
は
、
民
主

主
義
体
制
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
で
は
、
民
主
主
義
の
程
度
が
高

い
国
と
そ
う
で
な
い
国
が
存
在
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
非
民
主
主

義
の
国
に
対
し
て
「
民
主
主
義
的
で
あ
る
程
度
」
を
測
定
す
る
設
定

と
な
っ
て
い
る
指
標
に
対
し
て
は
そ
の
よ
う
な
も
の
は
存
在
し
な
い

と
強
く
否
定
し
て
い
る
。

（
16
）　Przew

orski et al. 2000.

（
17
）　Boix 2003, Boix et al.2013, Svolik 2008.

（
18
）　Przew

orski 2021

に
引
用
さ
れ
て
い
る
、Beatrix M

agaloni

の
指
摘
に
よ
る
。

（
19
）　Carothers 2002.

こ
の
ほ
か
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
体
制
が
現
実

に
増
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
研
究
に
、M

erkel 2004, 
M

orlino 2009

な
ど
が
あ
る
。

（
20
）　dem

ocratic backsliding

の
訳
語
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

こ
の
他
の
英
語
の
呼
称
と
し
て
は
、dem

ocratic de-conosolidation, 
d

em
ocratic reg

ression
, d

em
ocratic erosion

, 
autocratization

な
ど
が
あ
る
。

（
21
）　Coppedge et al. 2011

で
は
、
既
存
の
民
主
主
義
指
標
が
、

政
治
体
制
の
わ
ず
か
な
レ
ベ
ル
の
変
化
や
、
異
な
る
構
成
要
素
に
関

し
て
測
定
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
、
異
な
る
構
成
要
素
の
間
の
関
係

を
分
析
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
議
論
や
実

証
研
究
に
お
い
て
（
特
に
ポ
リ
テ
ィ
と
Ｆ
Ｈ
を
名
指
し
す
る
形
で
）

無
理
を
し
て
使
用
し
て
き
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
22
）　

二
〇
一
一
年
か
ら
ベ
ー
タ
版
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
指
標
の
集

計
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、Pem

stein et al. 2018

を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
23
）　

例
え
ば
、Berm

eo 2016, Levitsky and Ziblatt 2018=2018

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
24
）　https://w

w
w

.v-dem
.net/en/publications/dem

ocracy-
reports/

（
25
）　Przew

orski 2021.

（
26
）　H

untinton 1993=1995, O

’Donnel and Schm
itter 1986= 



民主主義後退の時代に比較政治学ができるかもしれないこと

97

1986.
（
27
）　Levisky and Ziblatt 2018=2018.

（
28
）　https://dem

ocracyparadox.com
/　

https://w
w

w
.

dem
ocracygroup.org/

（
29
）　https://w

w
w

.ned.org/ideas/podcast/

（
30
）　https://w

w
w

.w
ashingtonpost.com

/m
onkey-cage/, 

https://theconversation.com
/au

（
31
）　https://w

w
w

.v-dem
.net/m

edia/filer_public/22/67/�
2267c7aa-44f9-4ae6-b08e-71130368c618/cfd_w

eek_2021_
short_program

_open_v2.pdf

（
32
）　

各
ビ
デ
オ
のY

ouT
ube

サ
イ
ト
よ
り
筆
者
確
認
（
二
〇
二
一

年
八
月
二
五
日
）。

（
33
）　https://brightlinew

atch.org/　

共
同
創
始
者
で
あ
る

John Carey, Gretchen H
elm

ke, Susan Stokes
は
、
い
ず
れ

も
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
政
治
の
研
究
者
で
あ
る
。
現
在
共
同
創
始
者
と

し
て
名
を
連
ね
る
ア
メ
リ
カ
政
治
研
究
のBrendan N

yhan
は
、

後
に
加
わ
っ
た
。

（
34
）　Carey et al. 2019.

（
35
）　

政
治
学
者
も
関
わ
っ
て
い
る
サ
ー
ベ
イ
と
し
て
似
た
よ
う
な
も

の
が
以
下
だ
が
、
Ｂ
Ｌ
Ｗ
の
方
が
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
頻

度
は
格
段
に
高
い
。https://protectdem

ocracy.org/threat-
index/

（
36
）　

例
え
ば
日
本
学
術
振
興
会
は
、
特
別
研
究
員
に
対
し
て
「
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
の
奨
励
」
を
明
示
し
て
い
る
（https://w

w
w

.jsps.
go.jp/j-pd/data/tebiki/h20_tebiki.pdf

）。
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